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統合開発環境 High-performance Embedded Workshop
ご使用上のお願い 

-- COVERAGE_SAVEコマンドの使用について--

High-performance Embedded Workshop* の使用上の注意事項を連絡します。

COVERAGE_SAVEコマンドの使用に関する注意事項

* High-performance Embedded Workshop と連携するコンパイラやエミュレータ ソフトウェアなどの
ソフトウェア製品にバンドルされています。 

1. 内容
   E6000エミュレータソフトウェアもしくはE6000Hエミュレータソフトウェアを
   使用している場合、COVERAGE_SAVEコマンドでコードカバレッジ情報を正しく
   保存できません。

2. 回避策
   コードカバレッジ情報は以下の手順で保存してください。
   (1) コードカバレッジウィンドウにカバレッジ測定範囲を登録する。
   (2) コードカバレッジウィンドウの逆アセンブリ表示エリアの任意の場所で
       右クリックし、「保存」コマンドを選択してカバレッジ情報の保存
       ダイアログボックスを開く。
   (3) 保存するファイル名をテキストボックスに入力してOKボタンを
       クリックする。

3. 恒久対策
   本問題は、12月16日にリリースされたHigh-performance Embedded 
   Workshop V.4.04.00で改修されています。
   High-performance Embedded Workshop V.4.04.00の詳細は、
   RENESAS TOOL NEWS 資料番号071216/tn5を参照してください。
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